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代表取締役社長　鎌田　英洋　所在地：相模原市上鶴間6-27-5　
資本金：1,820万円　年商：2億３百万円（2009年7月決算）
創業：2001年１月※旧社名シップス株式会社（2008年10月変更）　
従業員：８名
事業内容：画像処理用・産業用・基礎実験用・建築用LED照明光源
及び電源の設計・開発・製造・販売

レボックス株式会社

http://revox.jp/ウェブサイト：

5地域企業紹介 その光の持つ
無限の可能性に魅せられて

　光関連製品及びサービスの供給を行うレボックス

株式会社は鎌田英洋社長が27歳で起業し現在36歳。

　鎌田社長は新卒で産業用機械の商社に就職し、火

力発電所向けの流体制御機器の営業に携わる。

　しかし、御用聞き営業に「仕事ってこんなものじ

ゃない」「自分の力で生きる道を切り開きたい。」

という思いが募り、入社から５年目で退職する。フ

ィンランドの会社に就職するが、為替の変動などで

日本向けの事業が成り立たなくなり、これを契機に

独立を決意した。

　環境をキーワードに木製の三層ガラス窓、窓用フ

ィルム、雨水フィルタと小さい規模ながらも商材を

拡げた。

　LEDは2001年に大手メーカーから「製造装置のハ

ロゲンランプが頻繁に切れる。LEDは使えないか」

とういう問い合わせから始まる。この案件で顧客か

ら大変喜ばれ、「LEDは大きく成長する」と直感し

たそうだ。2005年には生産ラインで使用する検査カ

メラ用LED光源装置を開発。これが検査機器メーカ

ーに採用されたことを契機に大きく成長し、今では

売上の約45％を占める。

　用途は「太陽光パネル」「液晶テレビ」などのフ

ィルムの表面検査、果物の糖度測定、古文書の解析

など大きな広がりを見せている。今月には世界最高

照度のファイバー用LED光源装置の販売を開始、ま

た、ドイツで開催される「マシンビジョン展2009」

への出展と意欲的な活動が続く。

　SICは2005年にLED照明のデザイン開発を現在は生

産・品質管理の体制作りを手伝っている。「社員が

喜びを分かち合い、人類の平和に貢献しつづけるチ

ャレンジブルな組織を作りたい」と鎌田社長は夢を

語る。楽しく元気な社員たちと力を合わせ、世界が

注目するLEDメーカーに成長する日は近い。



第5 回

　Ronkジャパン株式会社（代表取締役　
高山　建）は、今秋苦労の甲斐があって、
開発したデジタル低遅延無線モジュール
が国内中堅音響企業新製品への組み込み
として採用が決まった。これからの本格
的な販売活動の開始を前に気を引き締め
ている。
　高山氏は中国・西安に生まれ、上海の
大学卒業後、日本で言うJAXA(宇宙航空研
究開発機構)のような機関に就職。その後、
研修生として来日した大手電機メーカー
で日本のモノづくりを学んだ。その後、
中国と日本の架け橋でのビジネスの可能
性を感じ、2006年にRonk上海とRonkジャ
パンを設立し事業を開始した。
　創業からこれまで、試行錯誤の連続だ
ったが、昨年秋から自社の強みであるデ
ジタル無線技術を生かし製品開発に集中。
開発したモジュールは、デジタルワイヤ
レスの常識を破る遅延時間0.5msを実現し、
遅延を感じないためにデジタル方式での
違和感が抑えられている。

　「この1年間、顧客から日本のモノづく
りを大いに学び、鍛えられた。日本市場
は厳しい。製品仕様を満たすだけでは不
十分で、例えば操作感や筺体のデザイン
など、日本ユーザーの細かな部分への配
慮について苦心した。一番大変だったの
は、日本の顧客の要望を開発拠点である
中国Ronk上海のエンジニアへ伝えること
だった。“なぜ仕様を満たしているのに細
かなことが必要なのか。”そう切り返す現
地エンジニアとの戦いだった。」と高山
氏は振返る。今も、逐次スカイプ（Web
による映像電話）を使って上海へ指示を
出す。
　製造機能・商流を持つ企業がベンチャ
ー企業の先端技術を活用して、新たな製
品開発を目指す様子は中堅・中小企業と
ベンチャー企業との協業のモデルに成り
得そうである。
11月18日から幕張メッセで開催される展
示会「Inter BEE」へ出展する。

	
  9 ,10入居企業紹介 その

強さを磨き、デジタル無線を
フィールドに活躍中！

株式会社カイゼン・マイスター　代表取締役社長
中小企業診断士・法政大学大学院客員教授　小森　治

最終回：徹底的なムダの排除
中小企業のカイゼン支援活動

　 X線CCDカメラのプロフェッショナルと
自負するのは、株式会社イマジスタの小
林修社長。社名のイマジスタは、「普段
目にしている何気ない素材も角度を変え
て観察すれば新しい発見がある。」と英
語のＩｍａｇｅより命名。1991年の起業
当初から、イメージに携わる仕事、特に
イメージセンサの周辺機器の開発やサー
ビス、特殊用途のＴＶカメラの開発、製
造、販売をしている。
　同社の主力製品はＸ線ＣＣＤカメラ。
低いコストでＸ線の拡大撮影ができるこ
とから、工業用X線テレビ検査装置に組み
込まれ使われている。発売を開始してか
らすでに10余年になる。高解像度シンチ
レータとＣＣＤによって構成されたＸ線
撮影用のＣＣＤカメラ『Ｘポイント
1000』の最近の代表的なアプリケーショ
ンは、ＳＭＤ（Surface Mount Device）の
はんだ検査、多層基板のＸ線基準穴明け

Ｘ線CCDのプロフェッショナル
＜連絡先＞ 株式会社イマジスタ
代表取締役　小林　修
さがみはら産業創造センター SIC1ー211
TEL/FAX　０４２－７７０－９７０７
ウェブ: http://www.imagista.co.jp

Ｘ線ＣＣＤカメラ

（右上） Ｘポイント1000TP で撮影した BGA(Ball Grid Array)
（右下）一円（裏と表が一緒に写っています）

イメージファイバを使用した
カスタム製品の製作

機の基準点（アライメントマーク）撮影
用のテレビセンサとして使用されている。
　新製品では、高速ＣＭＯＳカメラがあ
る。ＣＭＯＳイメージセンサは、感度で
はＣＣＤに及ばないが高速の読み出しが
出来るため高速撮影に適している。ＣＭ
ＯＳイメージセンサを使用したＴＶカメ
ラはSXGAクラスの高い解像度と高速の画
像データーを扱うため、通常のアナログ
のＴＶカメラの機種は少なく同社が用意
している機種もCamera Linkインターフェ

イスを経由してＰＣのキャプチャーボー
ドに画像を取り込むタイプの機種である。
VGAで1722 fps (１秒あたり1722コマ)の撮
影ができる。
　2003年から、韓国、中国、イタリアな
ど海外展開し、現在同社の6割を輸出が占
めるが、これからも、研究室支援を含め、
ニッチマーケットでの使い勝手の良いテ
レビカメラを、お客様の視点に立って開
発してゆくと小林社長は話す。

 と って も と って も  ち い さ な 旅
相模七福神を巡る 　今回の「ちい旅」は、相模七

福神を紹介します。相模線の
相武台下から社家までにある
七寺で、全工程は約15kmで
すが、起伏の少ない住宅地な
ので徒歩で4時間位です。

　七福神は正月の縁起物とさ
れ、古くからの福神信仰に由
来し多い方がご利益があると
され、七福神（恵比寿・大黒
天・毘沙門天・弁財天・福禄
寿・寿老人・布袋）となりました。

　七福神は全国にあり趣味
で巡っている人も多いです。
相模七福神についてはHPを
ご覧ください。

株式会社イマジスタ

R o n kジャパン株式会社

デジタル無線モジュール

（2.4GHz低遅延ワイヤレスモジュール）

＜連絡先＞Ronkジャパン株式会社
代表取締役　高山　建
さがみはら産業創造センター　SIC1-319
TEL/FAX　０４２－７７０－９８５８
ウェブ　http://www.ronk-jp.com/

高山氏

などであるが、これらは除却処分されて始
めて損失計上され損益計算書に現れる。こ
の場合でもなかなか迅速に処分されずに長
い間資産に計上されているケースが多い。
　在庫のムダは、このように損益計算書
に現れるまでに時間がかかる仕組みにな
っている。
　しかも、在庫は資金を寝かせていること
によって、血液（資金）の循環を悪化させ
ている元凶である。貸借対照表の左側が膨
らんでいわばメタボ体質になっているが、
損益計算書は一切警告を発しない点が問題
なのである。キャッシュフロー計算書をよ
く見ると見えてくるが、これでさえ月単位、
期単位で時差を置いた事後で無いと分から
ない。リアルタイムでの問題を把握するた
めには、現場を見るしかないわけで、「現
地現物」が重要な所以である。

○「自分で考える」社員の育成

　昭和20年代後半、アメリカのGMが年間
300万台生産していた時代にトヨタの生産
台数はわずか年間1万数千台程度で、圧倒
的な資金不足の中では、在庫を持って資
金を寝かせる余裕が無いため「必要なも
のを、必要な時に、必要なだけ」「ジャ
ストインタイム」で車を作るよう当時
の豊田喜一郎社長が言い出されたこと
である。その課題に対して長い間思考
と実験を続けた結果、ついにTPS（トヨ
タ生産方式）として具現化されたのが大
野耐一さん（後の副社長）である。従っ
て、TPSは、本来経営資源の乏しい中小
企業に適した多種少量生産の考え方なの
である。
　一方、現実には本来受注生産である
ものをリードタイムが長いために見込

み生産をしたり、段取り時間が長くかか
るため受注数よりも多めに作って余分な
在庫を持っているケースがある。これら
は作りすぎのムダであるだけでなく、売れ
なければ除却処分して損失処理をしなけれ
ばなりません。
　見込み生産をやめて「限りなく受注生産
に近づける」には、大ロット生産ではなく
小ロット生産で頻繁に切り替えをやり、リ
ードタイムを短縮しなければなりません。
　そのためには、現在かかっている段取
り時間の圧倒的な短縮が必要です。そこ
が「知恵と工夫」の出しどころですが、
段取り時間短縮には共通の視点もあり、
例えば「内段取りの外段取り化」とか
「調整作業の排除」「ネジを使わない締
め付けの工夫」などがあります。
　例えば外段取りとは、機械を止めてか
ら次の段取りの準備をするのでなく、前
のロットの加工中に次の型・治具などを
すぐワンタッチで切り替えられるように
すぐ横で準備をしておくことです。
　いずれにしても方法論よりも大事なこと
は、目指す「あるべき姿」（例えば、限り
なく受注生産に近づけるなど）を描きそれ
と現実とのギャップを明確にして、そのギ
ャップを埋めるカイゼン活動に挑戦するこ
とである。
　その活動を進める上で、全従業員が
「考える社員」になればカイゼンの効果
が高まることは、私どものクライアント
でも見ることが出来ます。
　先日のNHKのTVでアナウンサーが「楽
天がなぜ強くなったのか」と野村監督に
質問していたが「選手が皆自分で考える
ようになったから」と答えたのが印象に
残っている。

　企業はまさに生き物であり、人間の体
に例えることが出来る。人間の死は心臓
が停止した時であるが、企業も例え決算
は黒字でも資金という血液の循環が止ま
れば倒産となる。従って不況の現在こそ、
資金の循環が速い企業体質であること、
人間の体に例えると、血の巡りの良い健
康体であることが生き残りの条件である。

○財務諸表では見えないことを現場で見る

　財務諸表というのは、あくまでも過去
の結果を示すものであり、リアルタイム
の現実を表すものではない。しかも損益
計算書だけを見ておられる経営者が多い
が、次のような落とし穴がある。即ち在
庫をいくらため込んでも会計上の勘定科
目は「棚卸資産」であり、損益計算書
（P/L）上損失とはならない。
　後に述べるように、例えそれが不良資
産になっても損失計上するまでに相当期
間の時差があるため、危機感を感じない
のである。
　せいぜい金利負担が増えるぐらいにし
か考えておられない方が多い。
　しかし現場をよく見ると余分な中間在庫
を持つために、次のような現実に遭遇する。

＊収容箱（パレット）の余分は追加製作
＊余分なスペースの確保（倉庫を借りている場合もある）
＊余分な運搬を繰り返している
＊在庫管理のための余分な間接人員を必要とする
＊品質の劣化（錆などの発生）による手直
　しの余分な工数
＊見込み生産で作った完成品、半製品で売
　れなくなった死蔵在庫
＊余分に買いすぎた部品・資材で売れなく
　なった死蔵在庫



12月11日（金）～2月26日（金）　さがみはら未来塾（後期）（講座No.1～6）開講

1月28日（木）　  第4回協創マッチングフォーラム

8月から開講している「さがみはら未来塾」がある日は、何かＳＩＣ
に活気が＋されるように感じます。家と同じで、人の来るところに
は、新しい風が入ります。いい風もあれば、あまり良くない風もある
でしょうが、流れを絶やしてはいけないと申します。未来塾は名前
の如くいい風を持って来てくれていると信じます。さて、その「さが
みはら未来塾」も好評につき、後期の講座を開講いたします。詳しく
は、ＳＩＣホームページをご覧ください。広報担当

★ご意見・ご感想をお待ちしています。  
（株）さがみはら産業創造センター（SIC) 〒229-1131 相模原市西橋本5-4-21
電話:042-770-9119  FAX:042-770-9077 E-mail: koho@sic-sagamihara.jp

SICイベントカレンダー 2 0 0 9 年 1 1月～

ウェブサイト http://www.sic-sagamihara.jp/

企業人としての心構えを学ぶ
全４回　２０代の従業員の方
12月11日（金）25日（金）　1月8日（金）2月26日（金）

中堅社員におくる意識改革のすすめ
全４回　３０代～４０代の中堅社員の方
1月15日（金）29日（金）　2月12日（金）26日（金）

部下指導、後輩指導コミュニケーション講座
全４回　部下や後輩がいる５０代～６０代の従業員の方
1月15日（金）29日（金）　2月12日（金）26日（金）

 部屋  空室数  賃料（月額）
 SIC-1 ラボ  94.5 ㎡ １ 235,515 円
 スモールオフィス A　23.6 ㎡ ４   78,750 円
 スモールオフィス B　17.3 ㎡ ０   61,320 円
 SIC-2 オフィス  50.2 ㎡ ０ 164,850 円

SIC空室情報（11月15日現在） SIC までお気軽にお問合せください。（賃料：共益費込み）

入居企業を募集してます。

航空宇宙に関するハイレベルな出展！
オンリーワンの技術・製品に出会えるチャンス！

　11月4日・5日・6日の3日間、東京ビッグサイトにて

開催されました。本展示会への出展は、（財）相模原

市産業振興財団が、平成21年度国内見本市相模原

ブース出展事業として行ったものです。相模原市内

の航空産業への参入を目指す地域企業13社が出展

しました。その様子を写真でご紹介いたします。

※さがみはらブース出展企業※（順不同、敬称略）
湘南デザイン㈱　日本サーモニクス㈱　城山工業㈱　日本電
子工業㈱　Sagami-Future.NET　マイクロテック・ラボラトリー㈱
永進テクノ㈱　㈱パパス　㈱機械学習研究所　㈱イマジスタ　
エム・アイ・エス　テクノロジー㈱　㈱青電舎　共立工業㈱

初歩から学ぶ　新事業構想の基礎
全３回　新事業・新分野進出を目指す企業の従業員の方
12月11日（金）25日（金）　1月8日（金）

プレゼンテーション能力の開発を図る
全３回　従業員の方
1月22日（金）　2月5日（金）19日（金）

技術者のための営業講座
全３回　技術者等で営業機会の多い従業員の方
1月22日（金）　2月5日（金）19日（金）

東京国際航空
宇宙産業展2009

編集後記：

時　間：９：３０～１５：００（昼食・休憩含む）
会　場：さがみはら産業創造センター、サンエールさがみはら
受講料：NO.1～NO.3　12,600円（消費税、資料代、昼食含む）
　　　  NO.4～NO.6　9,450円  （消費税、資料代、昼食含む）
定　員：２０名（先着順）
主　催：さがみはら未来塾推進委員会、相模原市、㈱さがみはら産業創造センター

※『さがみはら未来塾』受講により、中小企業緊急雇用安定助成
　金を受給できる場合があります

問合せ：㈱さがみはら産業創造センター（TEL042-770-9119）　
担　当：上野、安藤、飯山

さがみはら未来塾
（後期）募集中！！

デザイン

No.1

No.2

No.3

No.4

No.5

No.6

詳細は、SICホームページでご覧いただけます。
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